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アカスジカスミカメによる「あきたこまち」の
被害状況と防除適期
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　 1999年以降浜通り地域で斑点米被害の多発傾向が続いており、とくに飯舘村では2005年頃から甚大な被害を受
けている。主要加害種は、近年発生量が急激に増加したアカスジカスミカメである。そこで、本種多発地域における
被害状況と効果的な薬剤防除時期を検討した。

「あきたこまち」では、出穂始めから出穂期頃に第1世代成虫が水田内に侵入し、その後、第2世代幼虫・成虫
が発生した。

アカスジカスミカメは、主に年4世代と推定された。

松木伸浩・佐藤淳平・山田真孝・鈴木洋平・三田村敏正
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「あきたこまち」での殺虫剤（剤型：液剤）1回散布による防除適期は、出穂期10～14日後が有効と判断された。

斑点米被害は頂部加害粒に比べ側部加害粒が多いことから、第1世代成虫による被害は少なく第2世代幼虫・
成虫による加害が主体であると推察された。

イヌホタルイ等が発生した水田では、イネの出穂前から成虫の水田内への侵入が確認された。このような場合
は慣行の2回防除が必要である。


